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雲
南
省
旅
行
記

加
藤

展
裄

本
年
の
中
国
研
修
旅
行
は
雲
南

省
西
双
版
納
、
麗
江
、
香
格
里
拉

（
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
）
六
泊
七
日
の

行
程
で
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
狭
西
国
際
旅

行
社
の
張
天
兵
副
社
長
に
ス
ル
ー

ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
楽
し
い
旅

を
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

雲
南
省
は
広
大
で
日
本
国
と
ほ

ぼ
同
面
積
、
緑
の
森
林
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
南
部
西
双
版
納
の
低
地

は
亜
熱
帯
性
気
候
で
、
私
た
ち
の

訪
れ
た
十
月
中
旬
は
雨
期
の
最
後

で
し
た
。
一
方
、
北
部
の
香
格
里

拉
な
ど
の
高
山
地
帯
は
亜
寒
性
気

候
で
、
南
部
・
北
部
と
も
動
物
、

植
物
の
生
態
も
多
様
の
よ
う
で
す
。

十
月
十
一
日

成
田
発
、
南
京
へ
。
そ
こ
で
張

天
兵
さ
ん
と
合
流
。
国
内
便
に
乗

り
換
え
、
昆
明
経
由
で
西
双
版
納

へ
、
午
前
一
時
頃
ホ
テ
ル
到
着
。

十
月
十
二
日

民
族
風
情
豊
か
な
街
、
カ
ン
ラ

ン
ハ
風
景
区
に
あ
る
タ
イ
族
園
へ

直
行
、
少
数
民
族
の
多
い
雲
南
で

も
特
に
緑
、
黄
色
、
赤
の
衣
装
が

印
象
的
で
し
た
。
昼
食
後
、
熱
帯

植
物
園
見
学
。
色
と
り
ど
り
の
熱

帯
植
物
が
咲
き
誇
る
植
物
園
は
ま

さ
に
訪
れ
る
人
の
目
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
所
で
し
た
。

十
月
十
三
日

朝
食
後
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
に
接

す
る
街
、
打
洛
鎮
へ
の
観
光
。
途

中
タ
イ
族
の
仏
教
建
築
の
傑
作
と

い
わ
れ
る
景
真
八
角
亭
、
さ
ら
に

独
樹
成
林
文
化
タ
イ
村
を
見
学
。

各
所
と
も
中
国
国
内
か
ら
の
旅
行

者
で
に
ぎ
わ
い
、
特
に
文
化
タ
イ

村
で
は
訓
練
さ
れ
た
象
の
演
技
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
途
、
ハ
ニ
族
の
茶
農
場
（
山

の
茶
畑
）
を
見
学
後
、
プ
ー
ア
ル

茶
、
皇
帝
茶
の
実
演
試
飲
を
経
験

し
、
茶
葉
を
購
入
し
ま
し
た
。
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十
月
十
四
日

千
三
百
年
の
歴
史
を
誇
る
旧
タ

イ
族
王
の
植
物
園
（
曼
聴
公
園
）

か
ら
野
生
の
象
が
暮
ら
す
野
象
谷

熱
帯
林
風
景
区
を
観
光
。
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
（
往
復
約
一
時
間
）
に
乗

っ
て
運
が
良
け
れ
ば
野
象
が
見
ら

れ
る
は
ず
で
し
た
が
残
念
な
こ
と

に
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
一
時
間
の
空
中
散
歩
と
熱
帯

原
生
林
の
景
色
は
見
応
え
が
あ
り
、

珍
し
い
熱
帯
植
物
園
、
蛇
園
、
ク

ジ
ャ
ク
園
な
ど
も
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
九
時
三
十
分
発
の
便
で
麗
江

へ
。
王
子
飯
店
泊
、
就
寝
は
十
二

時
頃
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
五
日

朝
の
一
時
間
、
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
麗
江
古
城
の
中
を
散

策
、
専
用
バ
ス
で
香
格
里
拉
へ
約

四
、
五
時
間
の
移
動
、
途
中
現
地

の
女
性
ガ
イ
ド
乗
車
（
現
地
の
人

同
行
で
な
い
と
見
学
不
可
）。

香
格
里
拉
到
着
後
、
壮
大
な
普

達
措
国
家
公
園
を
見
学
、
船
に
乗

っ
て
、
約
四
㎞
の
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。

十
月
十
六
日

専
用
車
に
て
セ
ッ
カ
雪
山
、
松

賛
林
寺
へ
。
セ
ッ
カ
雪
山
か
ら
遠

く
梅
里
雪
山
の
雄
大
さ
を
眺
め
ラ

サ
に
行
か
な
く
て
も
標
高
三
、
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
体
験
で
き
る

チ
ベ
ッ
ト
風
情
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

か
ら
の
眺
め
も
素
敵
で
し
た
。

松
賛
林
寺
の
建
築
も
チ
ベ
ッ
ト

の
ポ
タ
ラ
宮
を
髣
髴
さ
せ
て
見
所

が
あ
り
ま
し
た
。
夕
刻
、
国
内
便

で
香
格
里
拉
か
ら
昆
明
経
由
で
成

都
へ
到
着
し
ま
し
た
。

十
月
十
七
日

成
都
発
九
時
の
便
で
上
海
へ
、

十
一
時
四
十
分
着
。
空
港
で
張
天

兵
さ
ん
と
小
龍
包
で
食
事
を
し
、

名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
税
関
前
で

お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
張
さ
ん
、

七
日
間
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
午
後
九
時
三
十
分

無
事
に
成
田
着
。

今
回
感
じ
た
こ
と
は
中
国
大
陸

は
や
は
り
広
大
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

次
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
最
終

日
、
上
海
か
ら
成
田
ま
で
の
機
内

の
隣
席
に
座
ら
れ
た
麗
江
の
女
性

医
師
、
于
小
萍
（
ユ
イ
・
シ
ャ
オ

ピ
ン
）
さ
ん
と
の
出
会
い
で
し
た
。

ユ
イ
さ
ん
は
日
本
を
初
め
て
訪

れ
、
東
京
、
富
士
山
、
名
古
屋
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
を
観
光
旅
行

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の

文
化
に
も
た
い
へ
ん
興
味
が
あ
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
拙
い

中
国
語
の
会
話
で
筆
談
を
交
え
、

約
三
時
間
、
時
が
た
つ
の
も
忘
れ

る
ほ
ど
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ユ
イ
さ
ん
、
多
謝

多
謝
。

ま
た
何
よ
り
も
同
行
者
の
皆
さ

ん
が
無
事
に
帰
り
、
素
晴
ら
し
い

旅
を
終
了
で
き
た
こ
と
に
も
感
謝

い
た
し
ま
す
。

第
三
十
七
期

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
修
了
式

前
田

稔
夫

三
月
二
十
四
日
協
会
教
室
に

お
い
て
第
三
十
七
期
生
の
修
了
式

が
行
わ
れ
、
加
藤
理
事
長
、
本
多

教
室
代
表
、
前
田
事
務
局
長
、
内

野
副
事
務
局
長
が
出
席
、
六
名
が

修
了
し
ま
し
た
。
六
名
で
は
次
年

度
の
ク
ラ
ス
が
成
立
し
な
い
の
で

各
自
、
都
合
の
よ
い
曜
日
に
あ
わ

せ
金
曜
ク
ラ
ス
、
木
曜
ク
ラ
ス
、

水
曜
ク
ラ
ス
の
昼
ク
ラ
ス
に
編
入

し
、
中
国
語
の
学
習
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。

飽
き
ず
に
続
け
る
こ
と
が
実
力

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
だ
や
っ
と

松賛林寺

37期生Aクラス修了式
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一
年
、
我
々
教
室
に
は
二
十
年
以

上
の
方
も
八
十
歳
を
超
え
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
国
一
人

旅
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
三
十
七
期

入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
修
了
式

前
田

稔
夫

三
月
二
十
七
日
栄
町
公
民
館
に

お
い
て
、
第
三
十
七
期
夜
ク
ラ
ス

の
修
了
式
が
行
わ
れ
、
加
藤
理
事

長
、
本
多
教
室
代
表
、
矢
澤
教
室

副
代
表
、
井
上
教
室
副
代
表
、
石

井
ク
ラ
ス
幹
事
、
川
俣
幹
事
補
佐
、

前
田
事
務
局
長
、
内
野
副
事
務
局

長
が
出
席
、
十
二
名
が
修
了
し
ま

し
た
。
十
二
名
全
員
が
中
国
語
の

学
習
を
継
続
し
、
初
級
Ｂ
ク
ラ
ス

に
進
級
し
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
の
教
室
で
、
一

年
間
の
中
国
語
学
習
を
修
了
い
た

し
ま
し
た
。
我
々
の
日
中
友
好
活

動
は
、
中
国
語
教
室
も
含
め
て
す

べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
を
修
了

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も

中
国
語
学
習
を
継
続
さ
れ
な
が
ら
、

と
り
あ
え
ず
自
分
に
で
き
る
日
中

友
好
活
動
を
行
い
、
川
口
市
日
本

中
国
友
好
協
会
の
発
展
と
中
国
語

教
室
の
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
三
十
八
期

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
開
講
式

前
田

稔
夫

四
月
七
日
第
三
十
八
期
入
門
Ａ

ク
ラ
ス
開
講
式
が
協
会
教
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
夜
の
部

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）
の
応
募
が
少
な
く

開
講
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｂ

ク
ラ
ス
希
望
者
も
時
間
を
調
整
し

て
、
昼
の
部
（
Ａ
ク
ラ
ス
）
で
の

受
講
と
な
り
、
受
講
生
十
一
名
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
度
の
中
国
語
教
室

の
ク
ラ
ス
は
全
部
で
九
ク
ラ
ス
、

全
受
講
生
は
九
十
六
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

川
口
市
日
本
中
国
友
好
協
会
が

開
い
て
い
る
、
留
年
の
な
い
会
話

教
室
で
す
。
存
分
に
勉
強
を
し
て
、

日
中
の
友
好
活
動
に
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
中
国
語
を
学
び
中
国
の

友
人
を
作
り
、
官
の
日
中
交
流
が

進
ま
な
い
現
在
、
我
々
民
の
草
の

根
交
流
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

た
た
ら
祭
り
に
つ
い
て前

田

稔
夫

六
月
二
〇
日
（
土
）、
今
年
度

第
二
回
理
事
会
が
開
か
れ
、
協
会

運
営
協
議
の
中
で
、
た
た
ら
祭
り

協
賛
参
加
の
活
動
を
停
止
す
る
議

決
を
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
の
理
由
、
担
当
役
員
の
高

齢
化
。
第
二
の
理
由
、
中
国
組
の

土
曜
日
に
餃
子
を
包
む
人
の
減
少
。

こ
の
た
め
、
講
師
、
中
国
人
会
員

ら
の
協
力
を
得
て
一
週
間
ほ
ど
前

か
ら
、
包
餃
子
の
作
業
開
始
・
冷

凍
庫
の
レ
ン
タ
ル
を
使
用
し
て
土

曜
日
販
売
分
の
確
保
を
し
、
日
曜

日
は
中
国
人
研
修
生
に
三
十
名
ほ

ど
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
二
年
ほ

ど
続
け
て
み
ま
し
た
が
、
第
三
の

理
由
、
運
搬
要
員
、
雑
作
業
員
の

不
足
な
ど
に
よ
り
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

教
室
の
皆
様
、
協
会
の
皆
様
に

は
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
五
年

よ
り
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

長
年
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

37期生Bクラス修了式

38期生Aクラス開講式
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「に
い
は
お
」第
三
十
七
号

六
月
二
十
一
日
発
行

市
東

文
子

今
年
は
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
の
人
数

が
集
ま
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
入
門

Ａ
ク
ラ
ス
の
み
の
開
講
と
な
り
ま

し
た
。

新
受
講
生
全
員
十
名
の
方
々
が
、

中
国
語
を
学
ぶ
抱
負
な
ど
を
愉
快

に
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

栗
原
前
理
事
長
は
「
二
度
と
な

い
人
生
だ
か
ら
、
鳥
た
ち
の
よ
う

に
国
境
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、

共
存
共
栄
の
地
球
造
り
を
し
よ
う
」

と
い
う
坂
村
真
民
の
詩
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
こ
そ
全
世

界
の
人
々
が
こ
の
こ
と
ば
を
理
解

し
て
無
意
味
な
戦
争
を
な
く
す
努

力
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
ク
ラ
ス
で
は
校
外
学
習
と

し
て
横
浜
中
華
街
に
足
を
運
ん
だ

時
の
楽
し
い
想
い
出
を
多
く
の

方
々
が
文
章
に
綴
っ
て
く
れ
ま
し

た
。他

ク
ラ
ス
か
ら
も
旅
行
の
感
動

話
や
失
敗
談
、
旅
で
出
会
っ
た
忘

れ
ら
れ
な
い
友
達
、
ペ
ッ
ト
の
心

温
ま
る
話
、
映
画
の
楽
し
み
方
な

ど
た
く
さ
ん
の
原
稿
を
い
た
だ
き
、

嬉
し
い
編
集
作
業
で
し
た
。

画
報
に
見
る
日
中
川
口
の
一
年

間
は
「
楽
し
い
思
い
出
写
真
館
」

で
す
。
特
に
た
た
ら
名
物
「
餃
子

売
り
」
も
二
〇
一
四
年
で
最
後
と

な
り
、
懐
か
し
い
写
真
集
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
寂
し
い
限
り

で
す
。

寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
と
愛
読
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

川
口
市
技
能
実
習
生
と

交
流
会
を
開
催

林

芳
男

七
月
五
日
（
日
）
に
川
口
の
鋳

物
技
能
実
習
生
と
の
初
め
て
の
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。

川
口
日
中
は
中
国
語
教
室
（
受

講
生
百
名
弱
）
や
、
川
口
市
た
た

ら
祭
り
で
の
水
餃
子
販
売
、
今
年

三
十
年
目
に
な
る
小
学
生
対
象
の

親
子
教
室
・
中
国
大
使
館
訪
問
、

法
人
会
祭
り
で
の
親
子
中
国
語
教

室
の
開
催
、
そ
し
て
ス
キ
ッ
プ
シ

テ
ィ
ー
で
の
中
国
映
画
鑑
賞
会
、

さ
ら
に
県
主
催
の
中
国
語
発
表
会

へ
の
参
加
等
、
幅
広
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
県
下
で
一
番
多

く
中
国
の
人
達
が
住
む
川
口
で
も
、

直
接
中
国
の
人
達
と
触
れ
あ
う
機

会
が
少
な
く
、
交
流
会
実
現
の
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
「
川
口
鋳
物
海
研
会
」
が

受
け
入
れ
て
い
る
中
国
の
鋳
物
技

能
実
習
生
達
と
の
卓
球
交
流
会
を

初
め
て
企
画
し
ま
し
た
。

鋳
物
技
能
実
習
生
は
中
国
人
が

約
五
十
名
、
出
身
地
は
山
東
省
と

河
南
省
出
身
者
が
断
然
多
い
そ
う

で
す
。

初
め
は
提
案
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
幸

い
に
も
快
く
皆
が
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

海
研
会
の
食
堂
で
卓
球
大
会
と

し
て
、
互
い
に
十
人
ず
つ
選
手
を

出
し
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と

し
ま
し
た
。
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
ん
で
、
応
援
や
互
い
に
会
話
を

す
る
と
い
う
形
で
す
。
参
加
者
は

川
口
日
中
が
十
六
名
、
実
習
生
が

十
四
名
の
計
三
十
名
で
す
。

実
習
生
は
、
二
十
代
後
半
か
ら

三
十
代
前
半
の
青
年
ば
か
り
、
川

口
日
中
は
、
六
十
代
を
超
え
た
男

第一回鋳物実習生との交流卓球大会
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女
混
成
メ
ン
バ
ー
の
た
め
、
勝
敗

は
抜
き
に
し
て
、
無
理
せ
ず
怪
我

な
く
終
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
食
堂
を
交
流
会
用
に
少
し

化
粧
直
し
を
し
て
、
理
事
長
挨
拶
、

自
己
紹
介
、
大
会
の
ル
ー
ル
説
明

後
、
試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
当
然
実
習
生
の
圧
勝
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
予
想
外
の
展

開
と
な
り
、
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
川

口
日
中
の
男
性
二
名
が
勝
ち
残
り

ま
し
た
が
、
皮
肉
に
も
川
口
日
中

同
士
の
戦
い
と
な
り
、
最
年
長
の

理
事
が
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

次
に
勝
て
ば
い
よ
い
よ
一
～
三

位
決
定
戦
で
す
。
三
回
戦
に
な
る

と
相
手
の
実
力
も
上
が
り
、
理
事

の
体
力
も
心
配
で
す
。
結
果
は
健

闘
む
な
し
く
敗
退
と
な
り
ま
し
た

が
、
見
事
な
健
闘
振
り
に
双
方
か

ら
盛
大
な
る
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
予
想
通
り
一
～
三

位
ま
で
、
実
習
生
の
独
占
と
な
り

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
実
習
生
達
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
第
一

回
の
交
流
会
を
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
楽
し
く
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

交
流
会
の
後
、
す
ぐ
に
次
回
は

ど
の
よ
う
に
交
流
し
よ
う
か
と
い

う
話
が
出
た
の
で
、
成
果
が
実
感

で
き
嬉
し
い
限
り
で
す
。
お
互
い

に
馴
染
み
深
い
卓
球
と
い
う
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
に
入
り
込
め
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、

「
お
互
い
の
文
化
、
風
習
を
尊
重

す
る
」
と
い
う
「
草
の
根
交
流
」

の
精
神
を
守
り
な
が
ら
、
今
後
長

く
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
三
十
回
川
口
親
子
教
室

「中
国
大
使
館
訪
問
」林

芳
男

今
年
で
三
十
回
目
を
迎
え
た
川

口
日
中
主
催
の
「
親
子
教
室
中
国

大
使
館
訪
問
」
も
い
よ
い
よ
二
巡

目
の
学
校
も
出
て
き
ま
し
た
。
今

年
は
飯
仲
小
学
校
で
し
た
が
、
二

〇
〇
四
年
に
も
大
使
館
を
訪
問
し

て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
学
校
関
係
で
二
度
目

を
経
験
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
改

め
て
今
ま
で
継
続
し
て
き
た
先
輩

方
の
努
力
に
敬
意
を
払
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

七
月
二
十
九
日
（
水
）
朝
、
飯

仲
小
学
校
の
生
徒
や
父
兄
、
先
生

方
と
校
長
、
そ
し
て
協
会
ス
タ
ッ

フ
の
総
勢
五
十
三
名
を
乗
せ
て
バ

ス
は
学
校
を
出
発
、
車
中
恒
例
の

中
国
語
教
室
を
開
催
し
、
簡
単
な

挨
拶
や
日
常
会
話
を
楽
し
く
勉
強

し
ま
し
た
。
午
前
中
、
科
学
技
術

館
を
参
観
し
て
、
午
後
、
大
使
館

を
訪
問
し
ま
し
た
。

友
好
交
流
部
の
孫
一
等
書
記
官

や
張
担
当
書
記
官
に
迎
え
ら
れ
、

ま
ず
大
使
館
の
庭
や
館
内
を
見
学

し
た
後
、
広
い
会
議
室
に
案
内
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
大
使
館
の
子

供
達
が
飯
仲
小
学
校
の
子
供
達
に

飲
物
の
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ

る
と
い
う
微
笑
ま
し
い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

交
流
会
が
始
ま
り
、
初
め
に
李

伊
寧
国
防
部
武
官
夫
人
、
次
に
守

屋
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
か

ら
中
国
の
春
節
を
紹
介
す
る
短
編

映
画
を
鑑
賞
後
、
飯
仲
小
の
子
供

達
の
沢
山
の
質
問
の
中
か
ら
十
問

程
度
選
ん
で
、
回
答
を
い
た
だ
き

卓球交流集合写真

大使館訪問クイズ大会
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ま
し
た
。

「
中
華
料
理
と
中
国
料
理
の
違
い

は
？
」

「
大
使
館
は
、
日
本
の
休
日
と
中

国
の
休
日
の
両
方
と
も
休
み
で
す

か
？
」

な
ど
の
笑
い
を
誘
う
ユ
ニ
ー
ク
な

質
問
が
続
き
ま
し
た
。
質
問
の
後

は
、
回
答
を
ク
イ
ズ
に
出
す
と
い

う
形
式
で
ク
イ
ズ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
皆
一
斉
に
手
を
挙
げ
て
ク
イ

ズ
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

最
後
の
ク
イ
ズ
は

「
日
本
の
国
旗
の
色
は
？
」

と
い
う
問
題
で
、
今
度
は
大
使
館

の
子
供
た
ち
へ
の
ク
イ
ズ
と
な
り

ま
し
た
。

ク
イ
ズ
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
皆

に
記
念
品
が
配
ら
れ
、
そ
の
後
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
軽
食
タ
イ
ム

と
な
り
ま
し
た
。「
春
巻
」
や
、

「
肉
ま
ん
」「
す
い
か
」
な
ど
を

食
べ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
本
場
？

の
料
理
は
美
味
し
い
と
あ
っ
と
い

う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
加
藤
理
事
長
よ
り
お
礼

の
挨
拶
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
、

大
使
館
の
前
で
記
念
撮
影
を
撮
っ

た
後
「
再
見
」
と
挨
拶
を
し
て
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
今
度
は
子

供
た
ち
の
フ
ル
ネ
ー
ム
を
中
国
語

読
み
に
し
て
愉
快
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
友
好
交
流
部
の

皆
さ
ん
の
暖
か
い
歓
迎
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
の
大
使
館
訪
問
を
機

会
に
、
未
来
あ
る
子
供
達
は
心
の

中
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
残
し
た

で
し
ょ
う
か
。
十
年
後
、
さ
ら
に

二
十
年
後
の
彼
ら
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。

第
三
十
六
回

「中
国
語
発
表
の
つ
ど
い
」

に
参
加
し
て

本
多

路
子

十
月
十
八
日
（
日
）、
埼
玉
県

日
中
友
好
協
会
が
主
催
す
る
第
三

十
六
回
「
中
国
語
発
表
の
つ
ど
い
」

が
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

九
階
第
十
五
会
議
室
で
午
後
一
時

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
発
表
部
門
九
、
高
校

生
部
門
二
、
大
学
生
部
門
三
、
一

般
部
門
十
、
団
体
部
門
三
と
多
く

の
出
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

川
口
中
国
語
教
室
か
ら
も
受
講

生
が
た
く
さ
ん
応
援
に
来
て
、
会

場
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
発
表
の

水
準
は
昨
年
よ
り
上
回
り
ま
し
た
。

原
稿
を
読
ん
で
発
表
し
た
人
た
ち

に
、
審
査
の
先
生
か
ら
は
暗
記
す

る
な
ど
も
う
少
し
努
力
が
ほ
し
い

と
い
う
評
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
川
口
中
国
語
教

室
か
ら
は
出
場
者
二
名
が
受
賞
で

き
ま
し
た
。

「
私
が
中
国
語
を
学
ぶ
い
く
つ
か

の
理
由
」
を
発
表
し
た
西
公
民
館

火
曜
日
夜
ク
ラ
ス
の
杉
浦
契
子
さ

ん
は
、
中
国
大
使
館
友
好
交
流
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
中
国
の
買
物
方
法
」
を
発
表

し
た
栄
町
公
民
館
水
曜
日
夜
ク
ラ

ス
の
新
井
聖
矢
さ
ん
は
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

大使館訪問理事長挨拶

県中国語発表のつどい会長挨拶

川口の杉浦さん全国大会へ
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ざ
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
お
二
人
は
し
っ
か
り

暗
記
さ
れ
て
の
発
表
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
中
国
語
を
続
け
て
中
国

語
教
室
を
牽
引
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
日
中
友
好
協
会
の
テ
ー

プ
審
査
に
杉
浦
さ
ん
が
合
格
、
全

国
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
一
月
十
日
（
日
）

に
飯
田
橋
の
日
中
友
好
会
館
地
下

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
「
全
日
本
中

国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

は
、
川
口
か
ら
見
学
応
援
者
多
数

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「法
人
会
バ
ザ
ー
ル
市
」

に
今
年
も
参
加
し
て

井
上

不
二
子

今
年
も
法
人
会
祭
り
第
七
回
バ

ザ
ー
ル
市
ス
キ
ッ
プ
祭
り
が
、
十

一
月
八
日
（
日
）
に
例
年
通
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
第
七
回

税
に
関
す
る
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー

ル
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
口
法
人
会
第
三
支
部
の
加
藤

展
裄
さ
ん
、
つ
ま
り
川
口
日
中
友

好
協
会
理
事
長
の
ご
厚
意
で
、
す

で
に
六
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
川
口
日
中
を
市
民
の

皆
様
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
こ
ど
も
を
対
象

に
中
国
語
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

十
一
月
は
あ
ち
こ
ち
で
秋
ま
つ
り

や
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ
ー
に

来
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
供
を
集
め
て
く

る
の
が
い
つ
も
た
い
へ
ん
で
、
そ

こ
で
今
年
は
「
親
子
中
国
語
教
室
」

に
変
更
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
一
日
中
雨

模
様
で
、
来
場
者
も
少
な
く
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
午
前
と
午
後
の
二

回
、
親
子
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
「
あ
な
た
の
名
前
を

中
国
語
で
発
音
し
て
み
ま
し
ょ
う
」

の
コ
ー
ナ
ー
も
そ
れ
な
り
に
集
ま

り
賑
わ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
中
国
語
の

と
ば
口
に
立
っ
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
で

興
味
が
湧
い
て
私
達
の
同
学
に
な

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

川
口
日
中
友
好
協
会
会
長
の
奥

の
木
市
長
か
ら
も
エ
ー
ル
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
の
準
備
や
当
日
、
片

付
け
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
協

会
の
会
員
は
年
々
高
齢
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
当
日
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
残
念
な
こ
と
に
な
か

な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
。

来
年
は
ぜ
ひ
と
も
多
く
の
方
が
、

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
十
五
回
中
国
映
画
鑑
賞
会

「あ
の
子
を
探
し
て
」

林

芳
男

中
国
映
画
鑑
賞
会
も
十
五
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
大
使
館
訪

問
の
際
に
映
画
を
お
借
り
し
て
い

る
の
で
す
が
、
今
回
は
ベ
ネ
チ
ア

映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
で
日
本

で
も
話
題
に
な
っ
た
チ
ャ
ン
・
イ

ー
モ
ウ
監
督
の
名
作
で
す
。
前
回

の
「
棋
王
和
他
的
儿
子
」
の
評
判

が
良
か
っ
た
の
で
、
同
様
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
映
画
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
渡
さ
れ
た
二
作
品
の
一

本
が
「
棋
王
和
…
…
」
で
し
た
。

ど
こ
で
行
き
違
い
が
あ
っ
た
の

か
一
瞬
焦
り
ま
し
た
が
、
も
う
一

本
が
「
一
个
都
不
能
少
」
だ
っ
た

の
で
、
こ
れ
な
ら
「
喜
ん
で
も
ら

あなたのお名前中国語で

子供中国語教室
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え
る
！
」
と
直
感
し
ま
し
た
。

皆
と
相
談
し
て
、
上
映
作
品
を

「
一
个
都
不
能
少
」
に
決
め
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
は
お
借
り
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
ケ
ー
ス
の
表
紙
を
拡
大
し
作

製
し
ま
し
た
。
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ

ー
や
公
民
館
に
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

を
お
願
い
し
、
子
供
た
ち
が
主
役

な
の
で
、
学
校
関
係
に
も
チ
ケ
ッ

ト
を
配
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス

キ
ッ
プ
シ
テ
ィ
ー
や
公
民
館
で
ポ

ス
タ
ー
を
観
た
と
チ
ケ
ッ
ト
の
依

頼
が
続
き
「
も
し
か
し
た
ら
た
く

さ
ん
来
て
く
れ
る
？
」
と
淡
い
期

待
も
寄
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
日
は
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ
ー
の

向
か
い
、
Ｂ
街
区
で
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
科
学
館
側
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
側
の
地
下
駐
車
場
、
共
に
満
車

で
、
駐
車
待
ち
の
車
が
つ
な
が
っ

て
い
る
状
態
で
し
た
。
係
の
人
も

「
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
態
で
は

来
場
者
が
ど
う
か
？
と
不
安
に
な

り
ま
し
た
。

会
場
準
備
の
ス
タ
ッ
フ
も
集
ま

り
、
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
皆
持

ち
場
に
着
き
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

開
場
直
前
に
は
入
場
待
ち
の
人
達

が
三
十
人
ほ
ど
待
っ
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
場
時
間
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
や
っ
と
駐
車
場
も
動
き

始
め
ま
し
た
。
協
会
員
の
人
達
が

次
々
と
入
場
し
て
来
ま
す
。
皆
さ

ん
駐
車
に
は
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

五
分
前
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
皆
会

場
内
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
は
「
白
鳥
湖
の
記
録
」

と
い
う
短
編
映
画
で
、
環
境
汚
染

や
密
猟
か
ら
白
鳥
を
守
る
と
い
う

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。
駐
車

場
の
影
響
で
映
画
が
始
ま
っ
て
も

入
場
す
る
人
達
が
い
ま
し
た
。
短

編
映
画
の
終
了
後
休
憩
を
取
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
編
紹
介
の
後
、
上
映

が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
前
テ
レ
ビ

で
観
た
時
に
比
べ
、
大
画
面
で
観

る
の
は
臨
場
感
が
あ
り
、
後
半
は

何
度
か
こ
み
あ
げ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
無
事
上
映
が
終
わ
り
皆

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
ア
ク
シ

デ
ン
ト
は
つ
き
も
の
と
勝
手
に
思

っ
て
い
た
の
で
、
無
事
終
わ
っ
た

こ
と
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
の
協
力
の
賜
物
で
す
。

来
場
者
の
総
計
は
百
六
十
人
で
し

た
。
駐
車
場
の
込
み
よ
う
で
残
念

な
が
ら
知
り
合
い
も
帰
っ
た
そ
う

で
す
。
感
想
は
圧
倒
的
に
「
良
か

っ
た
」「
何
度
も
泣
い
た
」「
子
供

達
の
自
然
な
演
技
に
感
動
し
た
」

と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
チ
ケ
ッ
ト
を
送
っ

た
中
学
生
が
十
一
名
も
来
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。「
日
中
友
好
に
協

力
し
た
い
」
と
何
名
か
の
人
が
ア

ン
ケ
ー
ト
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

映
画
に
感
動
し
た
皆
の
声
と
、
日

中
友
好
に
協
力
し
た
い
と
い
う
声
、

そ
し
て
日
曜
日
に
来
て
く
れ
た
中

学
生
達
に
感
謝
し
て
、
来
年
さ
ら

に
良
い
映
画
を
探
す
つ
も
り
で
す
。

編
集
後
記

各
行
事
担
当
の
方
々
、
沢
山

の
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
中
国
人
の
「
爆
買
い
」

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ち
こ
ち
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
が
、
キ
ッ
ト
カ
ッ

ト
、
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
包
丁
な
ど
が
バ
ラ
マ

キ
用
に
大
人
気
だ
そ
う
で
す
。

あの子を探して

客席風景

川口市日中の最近の足跡紹介


